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平成３１年度全国学力・学習状況調査における秋田市の結果について

● ●● ●●● 調査概要

全国学力・学習状況調査は、文部科学省が、義務教育の機会均等と水準の維持向上の観点から、

教育施策の成果と課題を検証し改善を図るとともに、学校における児童生徒への学習指導の充実や

改善に役立てることを目的として、全国の小学校６年生と中学校３年生を対象に、平成19年度から

継続して実施してきました。

今年度の調査は４月１８日に行われ 「主として知識に関する問題」と「主として活用に関する、

問題」が一体化されました。また、国語と算数・数学に加え、中学校において初めて英語の調査が

行われました。なお、英語の調査は「聞くこと 「読むこと 「書くこと 「話すこと」の４領域に」 」 」

ついて行われましたが 「話すこと」についての結果は国が公表していないことから、本市の結果、

には掲載しておりません。

● ●● ●●● 本市調査結果の概要

【教科調査の概要「全般 】」

小学校６年生2,279名、中学校３年生2,195名が参加しました。●

国語、算数・数学、英語の各領域ごとの平均正答率は、小学生・中学生共に全国平均を上回り●

ました。

無解答率は、小学校中学校共に、全教科の全ての設問で全国平均を下回りました。●

【教科調査の概要「国語 】」

小学校では、話の展開に沿って適切な質問をすること、目的に応じて本や文章全体を概観して●

読むことなどがよくできていました。

一方、目的や意図に応じて自分の考えの理由を明確にし、まとめて書くこと、同音異義語に注

意して、漢字を文の中で正しく使うことなどについては、課題があるととらえています。

中学校では、文章を読み返し、より分かりやすい語句や文の使い方を検討すること、文章に表●

れているものの見方や考え方について自分の考えを持つことなどがよくできていました。

一方、話合いの流れを踏まえて自分の考えを書くこと、文章の展開に即して情報を整理し、内

容をとらえることなどについては、課題があるととらえています。
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平成３１年度全国学力・学習状況調査における秋田市の結果について

【教科調査の概要「算数・数学 】」

小学校では、棒グラフから増減の様子を読み取ること、様々な四角形から台形を選択すること●

などがよくできていました。

一方、計算の仕方を他の演算に適用し説明すること、図形と面積を求める式とを関連付けて説

明することなどについては課題があるととらえています。

中学校では、平行移動の移動距離を求めること、同じ条件であっても異なる結論が導かれる場●

合があることを理解することなどがよくできていました。

一方、グラフから事象や状況を解釈すること、解決の方法を数学的に説明することなどについ

ては課題があるととらえています。

【教科調査の概要「英語 】」

語と語の連結による音変化をとらえ、内容を正確に聞き取ること、 を聞いて● Classroom English
情報を正確に聞き取ることなどがよくできていました。

一方、まとまりのある文章の内容や意図を正しく聞き取ることや読み取ること、必要な表現を

用いて自分の考えを正しく書くことについては課題があるととらえています。

【児童生徒質問紙調査の概要】

〔 「自分には、よいところがあると思う 「難しいことでも、失敗を恐れない● 自分自身について〕 」

で挑戦している 「人の役に立つ人間になりたい」など、自分自身のよさを知り、向上心を持っ」

て生活している子どもの割合が、全国平均を上回っています。

〔 「先生は、自分のよいところを認めてくれている 「学級みんなで話し● 人との関わりについて〕 」

合って決めたことなどに協力して取り組み、うれしかったことがある」など、学校生活において

先生や友達と良好に関わっている子どもの割合が、全国平均を上回っています。

〔 「毎日もしくはどちらかといえば毎日朝食を食べている 「家で自分で計画● 家庭生活について〕 」

を立てて勉強をする」など、基本的な生活習慣を身に付けている子どもの割合が、全国平均を上

回っています。

〔 「これまでに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取● 学習について〕

り組んでいた 「授業で学んだことを、ほかの学習に生かしている」など、主体的、発展的に学」

習活動に取り組んでいる子どもの割合が、全国平均を上回っています。一方 「これまで受けた、

授業で、コンピュータなどのＩＣＴを週１回以上使用した」については、小学校が全国平均を下

回っています。



- 3 -

小学校国語 領域ごとの調査結果の主な特徴 【平成31年度】

問題３●● 話すこと・聞くこと ●●

インタビューの場面で、話の展開を踏まえ、自分の理解を

確かめるための質問を選択する問題の正答率は86％、目的に

応じた質問の工夫を選択する問題の正答率は75％、聞き出し

た情報を整理し、自分の考えをまとめる問題の正答率は81％

で、いずれも全国平均を５～13ポイント上回っています。

問題１● ●● ●書くこと

調べたことを報告する文章で、図表を用いた目的を選択す

る問題の正答率は78％、報告する文章の書き方の工夫を選択

する問題の正答率は70％で、いずれも全国平均を６～７ポイ

ント上回っています。

一方、調査の内容と結果から分かったことをまとめて書く

問題の正答率は38％でした。誤答のうち、約５割は報告する

文章にふさわしい表現で書くことはできているものの、取り

上げるべき二つのうち、いずれかのみを取り上げて書いたも

。 、のでした 目的や意図に応じて自分の考えの理由を明確にし

まとめて書くことに課題があるととらえています。

【問題例参照】

問題２● ●● ●読むこと

資料を読み、内容をまとめたノートの一部に入るもの

を選択する問題の正答率は86％、ノートの一部に入る内

容を条件に合わせて書く問題の正答率は83％、さらに必

要な情報を得るために適切なものを選択する問題の正答

率は92％で、いずれも全国平均を４～８ポイント上回っ

ています。

問題１、３● ●● ●伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

ことわざの使い方の例を選択する問題の正答率は81％

でした。

、 、「 」一方 文脈の中で漢字を正しく書く問題では 対象

の正答率が59％で、誤答のうち約４割が「対」は書けて

いるものの「象」を「照」などとしたものでした 「関。

心」の正答率は42％で、誤答のうち約８割が「心」は書

けているものの「関」を「感」としたものでした。同音

異義語を文の中で正しく使うことに課題があるととらえ

ています。
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質問紙調査から「国語の学習について

「 、 」目的に応じて 自分の考えを話したり書いたりしている

と回答した児童の割合は84％で、全国平均を６ポイント上回

っています（図１ 。）

「文章や資料を読むとき、目的に応じて、必要な語や文を

見付けたり、文章や段落どうしの関係を考えたりしながら読

んでいる」と回答した児童の割合は80％で、全国平均を９ポ

イント上回っています（図２ 。）

「国語の授業で学習したことを、普段の生活の中で、話し

たり聞いたり書いたり読んだりするときに活用しようとして

いる」と回答した児童の割合は84％で、全国平均を７ポイン

ト上回っています。

小学校国語「本調査 では測れない学力の状況」（ぺーパーテスト）

本調査（ペーパーテスト）では測れない学力として、学習に対する意欲や関心に加え、自

分の考えを分かりやすく発表する力、話題に沿って話し合う力、音読や朗読する力など、音

声による表現力があります。

各校では、主体的に学習に取り組むことができるよう、学び方の定着を図ったり、課題提

示の仕方を工夫したりするなどしています。また、詩歌や物語の音読を通して、言葉の美し

さやリズムを感じたり、登場人物の気持ちや場面の様子を思い浮かべたりし、表現する楽し

さを味わいながら学習活動に取り組む子どもたちの姿が見られます。

一方、話合いの展開に沿って、意見を述べたり、自分の意見と比べて考えをまとめたりす

ることなどについては、十分とは言えない状況にあります。話合いを通して、自分の考えを

確かめたり広げたりすることができるよう、立場や意見の違いを整理した上で質問や意見を

述べる学習活動の充実を図ることが大切です。

学習指導改善のための今後の方策

● ●● ●●●調査結果から

「話すこと・聞くこと」については、目的を明確にして聞き、関連して考えたことを整理

する活動を通して、目的に応じた質問や意見を述べる力を高める指導の充実を図ります。

まとめる活動を通して、「書くこと」については、調べた内容や取材した事柄について

分かりやすい表現となるよう工夫させたり、文章全体図表やグラフなどの資料を用いて

の構成を考えさせたりする指導の工夫を図ります。

章や資料全体の特徴をとらえた上で、必要な情報を整理す「読むこと」については、文

内容を的確に読み取ることができるような指導の充実を図るなど、目的や状況に応じて

ります。

「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」については、漢字の読みや意味を調べた

り、同音異義語を使い分けた短文をつくったりするなどの学習を取り入れ、文や文章の中で

正しく使うことができるような指導の充実を図ります。

● ●● ●●●本調査では測れない学力の状況から

身に付けさせたい言葉や表現等を授業や生活の中で取り上げたり、複数の本や資料を読み

比べ、情報や感想などを交流したりする学習活動を通して、語彙を豊かにし、自分の考えの

広がりや深まりを実感することができるような指導の充実を図ります。
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小学校算数 領域ごとの調査結果の主な特徴 【平成31年度】

問題２、３、４●●数と計算 ●●
工夫して計算したひき算の仕方をもとに、別のひき算の答えを

求める問題の正答率は85％でした。また、たし算とかけ算の混じ

った計算問題の正答率は71％でした。

一方、工夫して計算したひき算の説明をもとに、別のわり算の

計算の仕方を説明する問題の正答率は42％でした。計算の仕方や

手順を文章で表現することに課題があるととらえています。

【問題例参照】

問題１、２、４● ●● ●量と測定
買い物の場面で、決められた時間内にレジに着くかどうかを判

断する問題の正答率は70％でした。

一方、ひき算の式が、示された図形の面積をどのように求めて

いるのかを説明する問題の正答率は42％でした。面積の求め方を

文章で表現することに課題があるととらえています。

問題１● ●● ●図形
長方形を複数の直線で切ってできた図形の中から台形を選択する問題の正答率は92％でした。

一方、合同な２つの台形を組み合わせてつくることができる図形を選択する問題の正答率は67％

でした。辺の長さや角の大きさ、図形の性質などに着目し、図形の特徴をとらえることに課題が見

られます。

問題２、３、４● ●● ●数量関係
棒グラフから、増減の様子を正しく読み取っているものを選択する問題の正答率は97％でした。

また、遊園地のチケット販売の列に並ぶ場面で、自分の順番がくる時間を知るためには何を調べれ

ばよいかを選択する問題の正答率は85％でした。

一方、工夫して計算するためのわり算の式が、何を求めているのかを選択する問題の正答率は46

％でした。計算を工夫しても式の意味は変わらないことの理解に課題があるととらえています。

３ 計算の仕方の解釈と発展的な考察（計算の工夫）【課題となっている問題例】

【ひき算のまとめ】 【ひき算のまとめ】と同じように、
わり算についても 【簡単なわり算の、

ひき算では、 仕方】をもとにまとめると、どのよう
ひかれる数とひく数に同じ数をたしても、 になりますか。
ひかれる数とひく数から同じ数をひいても、 下の の中に 「わられる数 、、 」
差は変わりません。 「わる数 「商」の３つの言葉を使っ」、
このことを使うと、計算しやすいひき算の式で考え て書きなさい。
ることができます。

わりざんでは

【簡単なわり算の仕方】

４００ ÷ ２５ ＝ ■ ９０ ÷ １８ ＝■ このことを使うと、計算しやすいわ
↓×４ ↓×４ ↓÷９ ↓÷９ 算の式で考えることができます。

１６００÷１００＝１６ １０ ÷ ２ ＝５
正答■と１６は変わらない ■と５は変わらない
わられる数とわる数に同じ数をかけので、４００÷２５の答 ので、９０÷１８の答

ても、わられる数とわる数を同じ数でえは１６です。 えは５です。
わっても、商は変わりません。
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質問紙調査から「算数の学習について

「問題の解き方や考え方が分かるようにノートに書いてい

る」と回答した児童の割合は92％で、全国平均５ポイント上

回っています（図１ 。）

算数の授業で学習したことを、普段の生活の中で活用で「

きないか考える」と回答した児童の割合は86％で、全国平均を

10ポイント上回っています（図２ 。）

「算数の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役

に立つ」と回答した児童の割合は96％で、全国平均を３ポイン

ト上回っています。

小学校算数「本調査 では測れない学力の状況」（ぺーパーテスト）

本調査（ペーパーテスト） では測れない学力として 「学ぶ意欲」などの興味・関心に関、

するものや、自分の考えを伝える力、相手の考えを聞き取る力などがあります。

、 、 、各校では 課題提示の仕方を工夫したり 解決の見通しを持たせたりすることなどにより

子どもたちは意欲的に学習に取り組んでいます。また、日常生活の具体的な課題解決の場面

を設定し、算数の学習で培った知識・技能等を活用して自力解決を図るための方策を工夫す

るなどにより、子どもたちは算数の学習は日常生活と深く関連していると感じています。

一方、時間内に振り返りの時間を確保できなかったり、視点があいまいなまま学び合った

りする場面が見られ、話合い活動を中心とした学習過程の工夫を図る必要があります。

学習指導改善のための今後の方策

● ●● ●●●調査結果から

「数と計算」では、計算に関して成り立つ性質が他の演算でも成り立つことを説明するな

ど、算数の用語を用いて表現する活動の充実を図ります。

「量と測定」では、面積を求める式を作ったり、面積を求める式が図のどの部分に当たる

のかを説明したりするなど、図と式を関連付ける活動の充実を図ります。

「図形」では、合同な三角形を組み合わせてできた四角形の性質を説明し合うなど、具体

物を用いた活動の充実を図ります。

「数量関係」では、工夫して計算するための方法を考える場面で、それぞれの式が持つ意

味を考察し説明する活動の充実を図ります。

● ●● ●●●本調査では測れない学力の状況から

「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善を推進するためには、個の変容が自

覚できる振り返りを意図的に取り上げることなどを通して主体的な学びを促したり、考えを

整理し、深めるための手立てを講じることなどを通して対話的な学びの充実を図ったりしま

す。また、多様な考えをまとめたり、適用問題を通して新たな課題を見いだしたりすること

などを通して、深い学びの実現を目指します。
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中学校国語 領域ごとの調査結果の主な特徴 【平成31年度】

問題２●● 話すこと・聞くこと ●●

話合いでの発言の役割について説明したものを選択する問

、 。題の正答率は85％で 全国平均を５ポイント上回っています

一方、話合いの話題や方向を踏まえ、自分の考えを書く問

題の正答率は68％でした。目的や場面に応じて話し合い、自

分の考えをまとめることに課題があるととらえています。

問題３● ●● ●書くこと

意見文の下書きに書き加える言葉を選択する問題の正答率

は90％でした。また、資料に示された情報を用いて、意見文

の下書きに具体例を書き加える問題の正答率は85％で、全国

平均を７ポイント上回っています。

読み手に分かりやすい表現となるよう、資料から具体例を

取り上げたり、自分の考えを書き加えたりすることがよくで

きていました。

問題１● ●● ●読むこと

短歌を読んで感じたことや考えたことを記述する問題の

正答率は95％で、全国平均を４ポイント上回っています。

一方、文章の構成や展開、表現の仕方を選択する問題の

正答率は69％で、誤答のうち約８割は、書き手の目的や意

図、その効果について理解できていないことが原因と考え

られます。

また、文章で述べられている内容を全て選択する問題の

正答率は69％でした。文章の展開に即して複数の情報を整

理し、文章全体の内容を的確にとらえることに課題がある

ととらえています 【問題例参照】。

問題１、４● ●● ●伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

語の一部を省いた表現についての説明を選択する問題の

正答率は83％で、全国平均を４ポイント上回っています。

一方、封筒に投稿先の名前と住所を書く問題の正答率は

61％でした。封筒に宛名や住所を正しく書くこと、文字の

大きさや配列などに注意して書くことに課題が見られま

す。

【
課
題
と
な
っ
て
い
る
問
題
例

（
問
題
部
分
の
み
）

】

１

「
海
外
に
広
が
る
弁
当
の
魅
力
」
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
、
弁
当
の
魅
力
と
し
て
適
切
な
も

二
の
を
、
次
の

か
ら

ま
で
の
中
か
ら

選
び
な
さ
い
。

１

５

全
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
様
々
な
国
の
弁
当
を
取
り
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

１

主
食
、
主
菜
、
副
菜
な
ど
が
収
ま
っ
て
お
り
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
と
る
こ

２
と
が
で
き
る
。

ボ
ッ
ク
ス
ラ
ン
チ
や
カ
ス
ク
ル
ー
ト
な
ど
と
は
異
な
り
、
戸
外
に
持
ち
出
し
て
食
べ
る

３
こ
と
が
で
き
る
。

い
ろ
い
ろ
な
料
理
が
詰
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
食
べ
物
の
風
味
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
。

４

様
々
な
デ
ザ
イ
ン
の
弁
当
箱
が
あ
り
、
自
分
の
好
み
の
も
の
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

５

２
、
５

正
答

。

※
問
題
文
は
、
教
育
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
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質問紙調査から「国語の学習について

「 、 」目的に応じて 自分の考えを話したり書いたりしている

と回答した生徒の割合は86％で、全国平均を９ポイント上回

っています（図１ 。）

「文章や資料を読むとき、目的に応じて、必要な語や文を

見付けたり、文章や段落どうしの関係を考えたりしながら読

んでいる」と回答した生徒の割合は81％で、全国平均を13ポ

イント上回っています（図２ 。）

「国語の授業で学習したことを、普段の生活の中で、話し

たり聞いたり書いたり読んだりするときに活用しようとして

いる」と回答した生徒の割合は81％で、全国平均を９ポイン

ト上回っています。

中学校国語「本調査 では測れない学力の状況」（ぺーパーテスト）

本調査（ペーパーテスト）では測れない学力として、学習に対する意欲や関心に加え、自

分の考えを分かりやすく発表する力、話題に沿って話し合う力、音読や朗読する力など、音

声による表現力があります。

各校では、主体的に学習に取り組むことができるよう、様々な教材を用い、既習事項を活

用した言語活動や目的を明確にした学び合いの充実が図られています。また、より分かりや

すい表現になるよう吟味する活動を通して、表現する力を高めるための工夫が図られていま

す。

一方、目的や場面に応じて、自分の意見と比べながら考えをまとめて述べることなどにつ

いては、十分とは言えない状況にあります。話合い活動において、立場や意見の違いを整理

したり、根拠を明確にした上で意見を述べたりし、自分の考えを広げることができるような

学習の充実を図ることが大切です。

学習指導改善のための今後の方策

● ●● ●●●調査結果から
「話すこと・聞くこと」については、互いの考えの共通点や相違点を整理する活動、互い

の発言を生かして考えをまとめる活動を通して、目的に沿って話し合い、自分の考えを広げ

ることができるような指導の工夫を図ります。

「書くこと」については、書いた文章を互いに読み合い、考えや具体例の示し方について

吟味する活動などを通して、目的や意図に応じて分かりやすく書く力を高める指導の充実を

図ります。

「読むこと」については、文章とグラフを関連付けて読んだり、表現の工夫とその効果に

ついて考えたりする活動を通して、文章の構成や展開を理解し、内容を的確にとらえる力を

高めるなど、文章の種類に応じた読み方を身に付けさせる指導の充実を図ります。

「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」については、手紙の基本的な形式に基づ

き、文字の大きさや配列に注意して書く活動を取り入れるなど、日常生活や各教科等の学習

とを意図的に関連させ、身に付けた力を活用できるような指導の工夫を図ります。

● ●● ●●●本調査では測れない学力の状況から
身に付けさせたい言葉や表現等を授業や生活の中で取り上げたり、複数の本や資料から情

報を収集し、検討したりする学習活動等を通して、語彙を豊かにし、自分の考えの広がりや

深まりを実感することができるような指導の充実を図ります。
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中学校数学 領域ごとの調査結果の主な特徴 【平成31年度】

問題１、２、９●● 数と式 ●●
と が正の整数のとき、四則計算の結果が正の整数になるa b

とは限らないものを選択する問題の正答率は72％でした。

一方、連続する奇数の和について、文字式を使った説明を読

み、結論を導くために式を変形する理由を記述する問題の正答

率は62％でした。式変形の目的をとらえることに課題があると

とらえています。

問題３、７● ●● ●図形
平行移動の移動距離を求める問題の正答率は86％でした。ま

た、同じ条件であっても対象が正方形と平行四辺形では、異な

る結論が導かれることを確かめる問題の正答率は81％でした。

一方、結論が成り立つためには、どのような条件が必要かを

見いだす問題の正答率は59％でした。証明を振り返って統合的

・発展的に考察し、新たな性質を見いだすことに課題があると

とらえています。

問題４、６● ●● ●関数
冷蔵庫の使用年数と総費用の関係を示したグラフで、電気代

を表した部分の意味を正しく説明しているものを選択する問題

の正答率は39％、２つの冷蔵庫の総費用が等しくなる使用年数を求める方法を説明する問題の正答

率は37％でした。グラフから事象や状況を解釈したり、解決の方法を数学的に説明したりすること

【問題例参照】に課題があるととらえています。

問題５、８● ●● ●資料の活用
２枚の硬貨を同時に投げるとき、２枚とも表のでる確率を求める問題の正答率は76％でした。

一方、説明の根拠として平均値を用いることが適切でない理由を記述する問題の正答率は45％で

した。資料の傾向を的確にとらえ、判断の理由を数学的に説明することに課題があるととらえてい

ます。

６ 事象の数学的な解釈と問題解決の方法【課題となっている問題例】

(1) 上のグラフの点Ｐの 座標と点Ｑの 座標 (2) 冷蔵庫Ｂと冷蔵庫Ｃの総費用が等しくなるy y
の差は何を表していますか。 使用年数を求める方法を、下のア、イのどち

らかを選び、説明しなさい。

ア それぞれの冷蔵庫の使用年数と総費用の
関係を表す式

イ それぞれの冷蔵庫の使用年数と総費用の
関係を表すグラフ

ア：冷蔵庫の使用年数と総費用の関係正答例
。を表す式を連立方程式にして解く

イ：冷蔵庫の使用年数と総費用の関係
をグラフに表し、交点の座標を読

購入してから８年間の電気代 み取る。正答

冷蔵庫Ｂ 冷蔵庫Ｃ

容 量 ５００Ｌ ５００Ｌ

本 体 価 格 100,000円 150,000円

１年間の電気代 11,000円 6,500円

本体 １年間の 使用(総費用)＝( )＋( )×( ）価格 電 気 代 年数
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質問紙調査から「数学の学習について

「 」と回答した生徒の割合数学の授業の内容はよく分かる

は77％で、全国平均を３ポイント上回っています。

「数学の勉強は大切だと思う」と回答した生徒の割合は91

％で、全国平均を７ポイント上回っています（図１ 。）

「数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに

役に立つと思う」と回答した生徒の割合は85％で、全国平均

を９ポイント上回っています（図２ 。）

中学校数学「本調査 では測れない学力の状況」（ぺーパーテスト）

本調査（ペーパーテスト）では測れない学力として 「学ぶ意欲」などの興味・関心に関す、

るものや、自分の考えを伝える力、相手の考えを聞き取る力などがあります。

各校では、解決の必要性を感じる課題や、多様な考えが生まれる課題を設定することなど

課題を解決する場面では 簡により 子どもたちは意欲的に学習に取り組んでいます また、 。 、 、「

単にできる 「分かりやすい 「いつでも使える」などの視点で比較検討し、より深く考える」 」

ための手立てを講ずることにより、子どもたちは数学の学習は社会に出たときに、課題をより

よく解決するための力を身に付けられると感じています。

一方、容易に解決できない課題を考える場面で、教師が主導となって導いていくことが多

く、子ども同士の学び合いの一層の充実を図り自力解決を促す必要があります。

学習指導改善のための今後の方策

● ●● ●●●調査結果から

「数と式」では、数の性質を考える場面において、目的に応じて文字式を変形したり、式

の意味を読み取ったりして、事柄が成り立つ理由を説明する活動の充実を図ります。

「図形」では、条件を変更して考え直すなど、類似した事柄の間に共通する性質や新たに

見いだした性質について考える活動の充実を図ります。

「関数」では、グラフの傾きや切片、変化の割合などの数値が、問題場面で何を表してい

るかを説明したり、表・式・グラフを関連付けて考察したりする活動を重視します。また、

解決の見通しを記述したり、話し合ったりする場面を設定するなど、問題解決の手順や方法

を数学的に表現する活動の充実を図ります。

「資料の活用」では、資料の傾向についての説明を振り返る場面を設けるとともに代表値

の必要性や意味について話し合う活動の充実を図ります。

● ●● ●●●本調査では測れない学力の状況から

「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善を推進するためには、課題解決に直

接結び付くような見通しを持たせ、主体的な学びを促したり、自分の考えを見つめ直す場を

設定することなどを通して対話的な学びの充実を図ったりします。また、学習課題と既習事

項との関連を考える活動を重視して、未知の問題への解決意欲を高め、深い学びの実現を目

指します。
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中学校英語 領域ごとの調査結果の主な特徴 【平成31年度】

問題１、２、３、４●● 聞くこと ●●

語と語の連結による音変化をとらえ、聞いた内容を描写

している絵を選択する問題の正答率は92％でした。また、

を聞いてそれを描写する絵を選択する問Classroom English
題の正答率は89％でした。

一方、留学生のメッセージを聞き、その依頼に対して適

切に応答する問題の正答率は９％でした。話し手の内容や

。意図を正しく理解することに課題があるととらえています

問題５、６、７、８● ●● ●読むこと

日常的な話題について、簡単な語句や文で書かれたもの

の内容を理解し、適する絵や語、文を選択する問題の正答

率は78％～83％でした。

一方、書かれた内容を理解し、その文中の問いかけに対

して自分の考えを簡潔に書く問題の正答率は10％でした。

書かれた内容をとらえることや、書かれた内容に対して自

。分の考えを英語で書くことに課題があるととらえています

問題９、１０● ●● ●書くこと

文の中で、適切な接続詞を選択する問題の正答率は82％でした。また、会話の流れから時制を判

断し、疑問文を書く問題の正答率は77％でした。

一方、与えられたテーマについて、自分の考えを整理し、理由などを加えながらまとまりのある

文章を書く問題の正答率は２％でした。正しい語や文法事項等を理解して文章を書くことや、必要

な表現を用いて自分の考えを示すことに課題があるととらえています 【問題例参照】。

く【課題となっている問題例】 まとまりのある文章を書10

【Ａ】 【Ｂ】海外のある町が、外国人旅行客にも分かり

やすいタウン・ガイドを作成するために「学

校」を表す２つのピクトグラム（案内用図記

号）のうち、どちらが良いかウェブサイトで

。 、意見を募集しています どちらかの案を選び

２つの案についてふれながら、あなたの考え

。を理由とともに25語以上の英語で書きなさい

正答例

I think A is better. It shows a teacher and students in a classroom, so it looks like a・

school. I don't think B is good because it looks like a library. (32words)
I think B is better. It shows that students are walking to a building. People will・

understand it is a school. When poeple see A, they may think it is a juku. (32words)
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質問紙調査から「英語の学習について

「英語を読んで（一文一文ではなく全体の）概要や要点を

とらえる活動が行われていた」と回答したの割合は89％で、

全国平均を８ポイント上回っています。

「自分の考えや気持ちなどを英語で書く活動が行われてい

た」と回答した生徒の割合は90％で、全国平均を10ポイント

上回っています（図１ 。）

「原稿などの準備をすることなく（即興で）自分の考えや

気持ちなどを英語で伝え合う活動が行われていた」と回答し

た生徒の割合は74％で、全国平均を11ポイント上回っていま

す（図２ 。）

中学校英語「本調査 では測れない学力の状況」（ぺーパーテスト）

本調査（ペーパーテスト）では測れない学力として、学習に対する意欲や関心に加え、英

語でコミュニケーションを図ろうとする態度などがあります。

各校では、子どもの興味・関心に応じた題材を用いた課題の設定や基礎的・基本的な知識

や技能の定着を図るための指導、即興力を育むために学習形態を適宜変えた言語活動など、

子どもの意欲やコミュニケーション能力を高めるための工夫が見られます。

一方、既習言語をもとに相手に分かりやすく伝えることや、他者との対話を継続・発展す

ることは十分とは言えない状況にあり、子どもが自分の考えや気持ちを述べる時間の充実を

図る必要があります。

学習指導改善のための今後の方策

● ●● ●●●調査結果から

「聞くこと」については、一文一文を聞き取るだけでなく、目的・場面・状況等に応じてま

とまりのある文章を聞く活動の充実を図ります。

「読むこと」については、初見の題材において、大切だと思う文を選択させるなど、話の概

。要や大切な部分を読み取る力を高める指導の充実を図ります

「書くこと」については、正しい語や文法事項等を理解して文章を書くことができるよう、

音声と文との関係性を意識した指導の充実を図ります。また、既習の表現にふれたり、考えた

りする機会を設け、まとまりのある英文を正しく書く活動の充実を図ります。

● ●● ●●●本調査では測れない学力の状況から

教師が会話を継続・発展させるためのモデルを見せたり、教科書の対話文をもとに会話を継

続・発展させる方法について考える場面を設定したりするなど、指導過程の充実を図ります。
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児童生徒質問紙調査の結果から【平成３１年度】

● ●● ●●● 自分自身について

「自分には、よいところがある」と回答した子ど

もの割合は、小学生で87％、中学生では82％となっ

ており、全国平均を小学生で６ポイント、中学生で

は８ポイント上回っています。

「難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦してい

る」と回答した子どもの割合は、小学生で85％、中

学生では78％で、全国平均を小学生で６ポイント、

中学生では７ポイント上回っています。

「 、 」いじめは どんな理由があってもいけないことだ

と回答した子どもの割合は、小学生で98％、中学生

では97％となっており、全国平均を小学生で１ポイ

ント、中学生では２ポイント上回っています。

「人の役に立つ人間になりたい」と回答した子ど

もの割合は、小学生で97％、中学生では96％となっ

ており、全国平均と比べると小学生・中学生共に２

ポイント上回っています。
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児童生徒質問紙調査の結果から【平成３１年度】

● ●● ●●● 人との関わりについて

「 、 」先生は 自分のよいところを認めてくれている

と回答した子どもの割合は、小学生で92％、中学生

では90％となっており、全国平均を小学生で６ポイ

ント、中学生では８ポイント上回っています。

「学級みんなで話し合って決めたことなどに協力

して取り組み、うれしかったことがある」と回答し

た子どもの割合は、小学生で90％、中学生では88％

となっており、全国平均を小学生で６ポイント、中

学生では５ポイント上回っています。

「地域や社会をよくするために何をすべきかを考

えることがある」と回答した子どもの割合は、小学

生で71％、中学生では54％で、全国平均を小学生で

、 。16ポイント 中学生では15ポイント上回っています

「外国の人と友達になったり、外国のことについ

てもっと知ったりしてみたい」と回答した子どもの

割合は、小学生で77％、中学生では67％となってお

り、全国平均を小学生で８ポイント、中学生では５

ポイント上回っています。
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児童生徒質問紙調査の結果から【平成３１年度】

● ●● ●●● 家庭生活について

「毎日もしくはどちらかといえば毎日朝食を食べ

」 、 、ている と回答した子どもの割合は 小学生で97％

中学生では96％となっており、全国平均を小学生で

、 。２ポイント 中学生では３ポイント上回っています

「家の人（兄弟姉妹を除く）と学校での出来事に

ついて話をする」と回答した子どもの割合は、小学

生で84％、中学生では80％となっており、小学生で

６ポイント、中学生では４ポイント全国平均を上回

っています。

「学校の授業時間以外に、平日30分以上勉強をし

ている（学習塾や家庭教師を含む 」と回答した子）

どもの割合は、小学生で96％、中学生では97％とな

っており、全国平均を小学生で６ポイント、中学生

では10ポイント上回っています。

「家で自分で計画を立てて勉強をする」と回答し

た子どもの割合は、小学生で85％、中学生では64％

となっており、小学生・中学生共に13ポイント全国

平均を上回っています。
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児童生徒質問紙調査の結果から【平成３１年度】

● ●● ●●● 学習について

「 、 、先生は 授業で理解していないところについて

分かるまで教えてくれる」と回答した子どもの割合

は、小学生で95％、中学生では92％となっており、

全国平均を小学生は３ポイント、中学生では７ポイ

ント上回っています。

「授業で学んだことを、ほかの学習に生かしてい

る」と回答した子どもの割合は、小学生で93％、中

学生では86％となっており、全国平均を小学生は10

ポイント、中学生では11ポイント上回っています。

「これまでに受けた授業では、課題の解決に向け

て、自分で考え、自分から取り組んでいた」と回答

した子どもの割合は、小学生で85％、中学生では83

％となっており、全国平均を小学生は７ポイント、

中学生では９ポイント上回っています。

「昼休みや放課後、学校が休みの日に、本を読ん

だり、借りたりするために、図書室や地域の図書館

に月１回以上行く」と回答した子どもの割合は、小

学生で33％、中学生では11％となっており、全国平

均を小学生は８ポイント、中学生は10ポイント下回

っています。

「これまでに受けた授業で、コンピュータなどの

ＩＣＴを週１回以上使用した」と回答した子どもの

割合は、小学生で28％、中学生では35％となってお

り、全国平均を小学生は３ポイント下回り、中学生

では５ポイント上回っています。


